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【研究の内容】 

平成 29 年度は、本共同推進研究を利用して、2017 年 7 月 21 日に三重大学生物資源学研究科

において第 1 回の研究会を開催し、共同研究に関する研究打合せと、解析作業の検討を行い、各

担当研究課題の実施を進めた。そして年度末の 2018 年 3 月 15-16 日に北海道大学大学院地球環

境科学院において第 2 回の研究会を開催し、解析結果の報告と今後の北極域相互作用研究推進

の中心的な研究課題の設定について議論を進めた。 

研究実施の各担当に従い、堀は d4PDF の大規模アンサンブルデータを利用した北極大気の冬

季における寒気流出に関する気候統計解析、大島は北極域の大気水収支の気候データ統計解析、

立花と小松は、北極域への水蒸気移流と低気圧発達・北極域昇温・寒波流出に関係する気候デー

タ解析と領域モデル実験、中村は、d4PDF での陸面の地温が果たす気候メモリ効果に関する統計

解析と全球モデル実験、佐藤はユーラシア北東部の熱波と陸面過程の相互作用に関する領域モデ

ル実験、飯島はシベリア凍土荒廃現象の水循環変化との関係に関する気候データ解析と、

GPM/DPR と GSMaP の新規降水量データを利用した北東ユーラシアの降水変動解析、朴は、陸面

過程モデルの凍土プロセス（コケ層と地中氷の効果）の改良とそのモデル実験を進めた。 

2 回の検討会を経て、以下の新規の研究課題案が検討・具体化された。1)d4PDF を利用した寒波

事例解析で明らかとなった、空間パターン形成要因の解明、2) AGCMで示された大陸上の地温がも



つ気候メモリ効果について陸面過程モデルでの実態解明、3)北極域の大気水蒸気収支を生み出す

要因とその長期変動の再解析データ、全球気候モデル両面からの解明、4)北太平洋 SST 変動の北

極および大陸気候変動に対する寄与の気候データ解析と全球気候モデル実験による評価。5)衛星

降水量を利用した、ユーラシア大陸域の低気圧変動と地表面水収支の解明。 

これらの共同研究に関連する成果として、Crate et al.（飯島共著）の、シベリアの永久凍土荒廃が

水文気候環境変化と人間活動変化の重なりで進行した状況を解説した国際誌の論文が受理、公表

された（三重大でプレスリリース）。また、小松と立花ほかの共著として、北極海上で発達する低気圧

に、シベリア由来の水蒸気が Atomospheric River として寄与している過程についての現地観測・気

象データ解析・モデル実験を統合した解析結果の国際誌の論文が受理、公表された（三重大でプレ

スリリース）。さらに、今後の研究成果を一般にわかりやすく普及・理解するため、飯島は古今書院の

月刊誌「地理」7 月号において、「特集 北極 地球温暖化がもたらすもの」の編集を担当し、特集記

事を公開した。 
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